
令和２年度　施策評価シート

評価

Ｃ

指　標　名

58.0 60.0

基準年(H28) H29 H30 R1

理由

　関係各課所管事業において、子どもの未来応援（子どもの貧困対策）関連事業が着実に実施されている。

47.7 48.8 50.0

45.5

「子どもに必要な支援が行き届いている」と思う区民の割合

　平成２８年度に実施された「東京都子供の生活実態調査」のデータ提供を東京都から受
け、その分析結果を受けて、平成30年3月に「墨田区子どもの未来応援取組方針」を策定し
た。
　　当該取組方針に関連する各事業は庁内各課で進めているところだが、新型コロナウイル
ス感染症の影響を踏まえた対応が今後も求められる。

150

4,010

R1 151

３ 施策の評価及び判断理由

基本目標

政策 460 安心して子育てができ、子ども・若者が夢や希望をもてるまちをつくる

R2 R3 R4 R5 R6 R7H30 R1H29

指　標　名 「児童虐待を疑ったときの通報先を知っている」区民の割合

安心して暮らせる「すみだ」をつくるⅣ

基準年(H28)

施策 463 支援が必要な子ども・若者が安心して暮らせるしくみをつくる

施策の目標

　虐待の発生を予防するための支援の強化、関係機関による支援体制の確立など、
まち全体での虐待防止の環境が整っています。また、困難を抱えた子どもと家庭
への支援体制が充実することで、次代を担う子ども・若者たちが、安心して健や
かに成長しています。

１ 基本計画における成果指標の状況

実績

29.3 31.9 34.5 50.037.0 47.439.6 42.226.7

26.7

44.8目標

実績

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 45.5 46.6 52.0 54.0 56.0

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

施策の戦略的方向性

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

評価結果

【上記の判断理由】

○

H30

H29

総事業費推移（千円）

　今後、各課所管事業の中で現下の社会情勢を踏まえ、実効性の高い取組を実施していく必要がある。
 

　「墨田区子どもの未来応援取組方針」に基づき、関係各課所管事業の中で子どもの未来応援（子どもの貧困対策）につい
てそれぞれ検討し、同時に、国や都の動きを捉えて新たな制度や補助を活用の上で、対策事業を計画的に進めていく。
 



評価対象年度

目的に対する指標

1

「墨田区子どもの未来
応援取組方針」に基づ
き、各課所管事業の中
で子どもの未来応援
（子どもの貧困対策）
についてそれぞれ検討
し、同時に、国や都の
動きを捉えて新たな制
度や補助を活用の上
で、その対策事業を計
画的に進めていく。

9

8

6

5

7

12

11

10

年度目標値

年度実績値

1
すみだの子どもの未来応援

事業費
151 8,738

現状維持

令和元年度

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

直近の評価内容

評価結果

8,889

1

歳　出
決算額
（千円）

事務事業名番号
人コスト
（千円）

歳　出
総　額
（千円）

施策への関連性

3

2

4



令和２年度　事務事業評価シート

施 策 463

事 業 名

根拠法令
関連計画
実施基準 実施方法 直営

事業内容

議会質問
の 状 況

そ の 他
特記事項

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度
300 4,351 174 172 241

7 4,010 150 151 241

2,250

0 7 1,760 150 151 241

#DIV/0! 2.3% 92.2% 86.2% 87.8% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

需用費 100 旅費 管内旅費 1 旅費 管内・管外旅費 13

負担金補助及び交付金 50 需用費 消耗品費 100 需用費 消耗品費 178

負担金補助及び交付金 ネットワークづくり運営補助 50 負担金補助及び交付金 ネットワークづくり運営補助 50

目 的
将来を担う子どもの未来を応援するため、子どもの将来がその生まれ育った環境によっ
て左右されることのないよう、また、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、必要な
環境整備と教育の機会均等を図る子どもの未来応援（子どもの貧困対策）を総合的に推
進する。

人員体制・委託先 常勤2

主管課・係（担当）
生活福祉課生活支援係

03-5608-8517

対 象 者 生活困窮世帯

決算額（令和２年度は見込み）
国
都

その他
財 源

消耗品費

ネットワークづくり運営補助

予算・決算の内訳（単位︓千円）

執行率（％）
一般財源

支援が必要な子ども・若者が安心して暮らせるしくみをつくる 部内優先順位

すみだの子どもの未来応援事業費 1

　子どもの貧困対策の推進に関する法律（平成25年法律第六十四号）
　子供の貧困対策に関する大綱（平成26年8月29日閣議決定）（令和元年11月29日閣議決定）
　子供の未来応援国民運動(平成27年4月から開始）
　墨田区子どもの未来応援取組方針（平成30年3月策定）

子どもの貧困対策の推進に関する法律（平成25年法律第六十四号）
墨田区子どもの未来応援取組方針（平成30年3月策定）

「墨田区子どもの未来応援取組方針」に基づき、各課所管事業の中で子どもの未来応援（子どもの貧困対策）（30年度
現在：77事業）ついてそれぞれ検討し、同時に国や東京都の動きを捉えて新たな制度や補助を活用の上で対策事業を
計画的に推進していく。
併せて、「子どもの居場所ネットワークづくり運営補助」により、区内で活動している、いわゆる「子ども食堂」の取組を
実施している団体等を集めた情報交換会を令和2年2月20日に開催し、参加団体と情報共有して連携を図った。
また、令和元年11月19日に子どもの貧困対策推進本部を開催し、「子どもの未来応援に関する施策一覧」を報告した。

開始年度 平成２８年度 終了予定

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）
予算現額（事業費）

経 過

区独自基準

平成３０年度（決算）
概要

令和元年度（決算） 令和２年度（予算）



指　標 単　位 部

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１
目標 - 1 - -

実績 - 1 - -

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標
実績

指　標 単　位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1
目標 - - 1 1

実績 - - 1 1

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 1 1 1 1 1 1

実績

子どもの居場所ネットワークづくり連絡会を継続的に開催する。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の
成 果

区内各所で子ども食堂を運営している団体の連絡会を運営し、子ども食堂間の横の連携を構築する。

課題・問題点

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、子どもの居場所ネットワークづくり連絡会に臨む。

手 段 に
対する指標
(活動指標 )

「墨田区子どもの未来応援取組方針」の策定

1 29

指標の選定理由及び目標値の理由

　国や東京都の動きに注目しつつ、柔軟かつ的確に子どもの未来を応援していくため、「墨田区子どもの未来応援取
組方針」を策定する。

目 的 に
対する指標
(成果指標 )

子どもの居場所ネットワークづくり連絡会の開催

1 Ｒ7

指標の選定理由及び目標値の理由

現状維持



令和２年度　補助金評価シート

補 助 金
名 称

根拠法令

補助概要

目 的

対 象

基 準

補助条件

議会質問
の状況

その他
特記事項

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

50 50 50

50 50 50

0 0 0 50 50 50

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100.0% 100.0% 100.0%

一般財源

執行率（％）

経　過

開始年度 平成30年度

財源

予算・決算額推移（千円）

予算額（事業費）

決算額（令和２年度は見込み）

国

都

その他

子どもの居場所ネットワークづくり連絡会を開催する。

平成30年3月に墨田区子どもの未来応援取組方針を策定した。
その「方針と取組」のなかに「子どもの居場所ネットワークづくり」があり、その具体化として子ども食堂の連絡会を開催
した。

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）
30年度　平成30年11月5日開催　6団体参加
令和元年度　令和2年2月20日開催　6団体参加

終了予定

区内各所で子ども食堂を運営している団体等の連絡会を墨田区社会福祉協議会が運
営しており、その運営費を補助する。

区独自基準

子どもの居場所ネットワークづくり　運営補助 主管課・係（担当）

生活福祉課生活支援係

03-5608-8517

子ども食堂運営団体の横の連携を構築することで、各団体の情報やノウハウの蓄積に資する。

墨田区社会福祉協議会



単　位

目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1
目標
実績

R2 R3 R4 R5 R6 R7

単　位 回

目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1
目標 - - 1 1

実績 - - 1 1

R2 R3 R4 R5 R6 R7
1 1 1 1 1 1

指標の選定理由及び目標値の理由

補助金の
成果

手 段 に
対する指標
(活動指標)

指　標

最終目標値

目標
実績

目 的 に
対する指標
(成果指標)

指　標 子どもの居場所ネットワークづくり連絡会の開催

最終目標値

課題・問題点

連絡会を通して子ども食堂をネットワーク化し、今後の社会的ニーズを把握する。

指標の選定理由及び目標値の理由

区内各所で子ども食堂を運営している団体の連絡会を運営し、子ども食堂間の横の連携を構築する。

1 Ｒ7

目標
実績

評価結果

現状維持

評価についての説明・今後の方向性等

子どもの居場所ネットワークづくり連絡会を継続的に開催する。


